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１．概要（Summary） 

本年度は、酸化チタン薄膜を利用したプラズモン共鳴

現象に関する研究を行った。酸化チタン薄膜の厚さや組

成の違いによる電子移動について、多くの知見を得ること

ができた。また、金属ナノパーティクルの大きさや、その位

置を制御することによって、プラズモン共鳴およびそこで

発生する電子の流れをコントロールできる可能性を見出

すことができた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ヘリコンスパッタ装置（アルバック、MPS-4000C1/HC1）、

原子層堆積装置 (Picosun, SUNALE-R)、太陽電池評

価システム (ワコム電創, WXS-156SL2,AM1.5GMM)、

高分解能 X 線回折装置（ブルカー・エイエックスエス、

D8 Discover）、AFM 

【実験方法】 

FTO 基板に対し、スパッタ装置、あるいは原子層堆積

装置それぞれにより、酸化チタン膜の堆積を行い、その上

にさらに金属（Au、Pt など）を堆積させ、アニールすること

により金属ナノパーティクルを作製した。また、一部は、ア

ニールを行う前に、さらに酸化チタンを堆積することにより、

アニール後の金属ナノパーティクルの大きさや分散度合

いをコントロールした。 

そのようにして作製したサンプルを、太陽電池評価シス

テムにより評価を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

酸化チタンの厚さや、成膜層の構成により、電子移動

に関して興味深い挙動が観測された。 

また、金属ナノパーティクルの大きさや位置でも、電子

移動に大きな違いが起こっている可能性がある。 

さらに、酸化チタン薄膜を作製する装置により、電子移

動に大きな違いがみられた。詳細に関しては更なる実験

および考察が必要だが、結晶性や密度などの違いが、こ

れらの違いの原因ではないかと推定している。 

いずれに関しても、まだ今後の検討、考察が必要であり、

詳細についてはここでは述べない。 

 

 
Fig 1. Device structure (an example) 
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